


手数料名�

手数料名�

長岡市�

長岡市�

和島村�

和島村�

更正図関係 

閲覧手数料 

証明手数料 

所得証明、 
非課税証明など 

1件につき 
250円 

1件につき 
300円 

1件につき 
250円 

1件につき 
300円 

1件につき 
250円 

1件につき 
300円 

1件につき 
250円 

1件につき 
300円 

1件につき 
250円 

1件につき 
300円 

1件につき 
250円 

1件につき 
950円 

無　料 無　料 

評価証明、公課証明、 
名寄帳など 

租税公課に関する証明書 

資産に関する証明書 

住宅用家屋証明書 

その他の税務関係 道路運送法車両法関係 

評価通知 

住宅用家屋証明 

その他の 
証明手数料 

� 

� 

� 

� 

� 

� 

� 

手数料名� 長岡市� 和島村�

戸籍・住民基本台帳関係 
戸籍の全部事項 
証明（戸籍謄本） 

臨時運行許可申請に 
対する審査 

1件につき 
450円 同左 

同左 

同左 

同左 

同左 

同左 

同左 

同左 

戸籍の個人・一部事項 
証明書（戸籍抄本） 

1件につき 
450円 

除籍の全部・個人・一部事項 
証明書（除籍謄・抄本） 

1件につき 
750円 

住民票の写し 
（世帯全員・個人） 

1件につき 
250円 

印鑑登録 1件につき 
200円 

印鑑登録証明書 1件につき 250円 

外国人登録に 
関する証明書 

1件につき 
250円 

住民基本台帳 
カードの交付 

1件につき 
500円 

1件につき 
750円 同左 

� 

� 

� 

� 

� 

� 

� 

� 

� 

手数料名� 長岡市� 和島村�

狂犬病予防法に基づく犬の登録関係 

犬の登録 1頭につき 
3,000円 同左 

同左 
狂犬病予防注射 
済票の交付 

1件につき 
550円 

� 

� 

手数料名� 長岡市� 和島村�

農地法関係 

現地確認が 
必要な証明書 

1件につき 
700円 無料 

無料 その他証明書 1件につき 
250円 

� 

� 

手数料名� 長岡市� 和島村�

税務関係 1通につき 
100円 

介護保険関係 1件につき 100円 

保育料関係 1件につき 
100円 

1通につき 
150円 

1通につき 
150円 

1通につき 
150円 

� 

� 

� 

◎施設使用料�
　原則として現行どおりとします。ただし、同一又は
類似する施設使用料は、施設の規模、実態などを考慮
し、可能な限り統一します。 
�現行どおり�
　観光施設利用 
・和島オートキャンプ場　・良寛の里美術館 
・菊盛記念美術館　　　　・和島村歴史民俗資料館 
・良寛の里茶室 
 
�長岡市の制度を基に統一する�
　（合併年度は現行どおりとする）�
　和島村村立小・中学校 
 
�長岡市の制度を基に統一する�
　（平成19年度までは現行どおりとする）�
　和島村保健センター、 
　和島村高齢者コミュニティーセンター 
〔ゆきわり荘〕 
　椿の森ゲートボール場、屋内ゲートボール場 
　和島村農村勤労福祉センター、 
　和島村Ｂ＆Ｇ海洋センター、和島村民野球場、 
　和島村民運動広場 
�当分の間現行どおりとし、期間をかけて調整する�
　和島村公民館 
 
◎行政財産使用料�
長岡市の制度に統一します。 

◯手数料関係の主なもの�

議員の定数について�議員の定数について�

定数特例を適用します。�
　新市の議員定数は、現在の長岡市の議員定
数４０人はそのままで、合併時に編入される4市
町村ごとに選挙区を設けて、8人の増員選挙※
を行い、新市の議員定数を４８人とします。�
　任期は、現在の長岡市議会議員の任期（平
成１９年4月３０日）までです。�
　合併後最初に行われる一般選挙からは、法
定定数の３８人となります。�

※和島選挙区…1人　寺泊選挙区…2人�

　栃尾選挙区…4人　与板選挙区…1人�

4市町村の農業員会�4市町村の農業員会�

長岡市農業委員会に統合します。�
　編入される4市町村の選挙委員のうち、互選

により定めた１５人※に限り、長岡市の委員の

任期（平成２０年７月１９日）まで在任します。�

　合併後最初に行われる一般選挙からは、選

挙委員の定数を４０人とします。また、農業員

会の区域を分け選挙区を設置します。�

※和島区域…2人　寺泊区域…4人　栃尾区域…7人�

　与板区域…2人�

使用料及び手数料�使用料及び手数料�

管財関係�住民・国民・年金関係�

環境関係�

農業関係�

督促関係�

税務・収納関係�
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�
○
平
成
16
年
12
月
15
日�

　
「
長
岡
市
・
和
島
村
合
併
協
議
会
」

　
を
設
置
　
第
１
回
協
議
会
�

○
平
成
17
年
１
月
31
日
�

　
第
２
回
協
議
会
�

○
平
成
17
年
３
月
11
日
�

　
第
３
回
協
議
会
�

○
平
成
17
年
３
月
18
日
�

　
合
併
協
定
書
調
印
�

　
廃
置
分
合
の
議
会
議
決
�

○
平
成
17
年
３
月
29
日
�

　
新
潟
県
知
事
へ
合
併
申
請
�

○
平
成
17
年
７
月
15
日
�

　
新
潟
県
議
会
に
お
い
て
、
『
市
村
の

廃
置
分
合
に
つ
い
て
（
長
岡
市
、
三
島

郡
和
島
村
）
』
が
可
決
。
そ
の
後
、
総

務
大
臣
へ
届
出
を
行
い
ま
す
。�

����

　
長
岡
市
と
和
島
村
は
、
平
成
１６
年
１２
月
１５
日
に
「
長
岡
市
・
和
島
村
合
併
協
議

会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。�

　
3
回
の
合
併
協
議
会
を
開
催
し
合
併
の
方
式
や
期
日
な
ど
合
併
基
本
項
目
、
各
種

制
度
調
整
や
新
市
建
設
計
画
な
ど
が
合
併
に
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
項
目
に
つ
い
て
協
議

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
�

　
今
月
号
で
は
、
長
岡
市
と
の
合
併
に
お
い
て
話
し
合
わ
れ
て
調
整
さ
れ
た
事
項
か

ら
住
民
の
み
な
さ
ま
の
生
活
に
特
に
関
わ
り
あ
る
事
項
を
と
り
あ
げ
ま
す
。
�

長
岡
市

長
岡
市
・
和
島
村

和
島
村�
長
岡
市

長
岡
市
・
和
島
村

和
島
村�
長
岡
市

長
岡
市
・
和
島
村

和
島
村�
長
岡
市
・
和
島
村�

■
合
併
の
期
日�

平
成
１８
年�

　
１
月
１
日�

　
　
　
　
　
　
で
す
。�

■
合
併
後
の
和
島
村�

　
　
　
　 

役
場
庁
舎�

和
島
支
所�

と
し
て
存
続
し
ま
す
。�

■
合
併
の
期
日�

平
成
１８
年�

　
１
月
１
日�

　
　
　
　
　
　
で
す
。�

■
新
市
の
名
称�

�

長
岡
市
で
す
。�

■
新
市
の
名
称�

�

長
岡
市
で
す
。�

■
合
併
後
の
和
島
村�

　
　
　
　 

役
場
庁
舎�

和
島
支
所�

と
し
て
存
続
し
ま
す
。�

■
合
併
の
方
式�

�

編
入
合
併
で
す
。�

■
合
併
の
方
式�

�

編
入
合
併
で
す
。�
合
併
特
集�

合
併
の
経
過
�

合
併
の
経
過
�

和島村は「大字」を削除する。重複する字名を解消するため「和島」をつけるところがあります。�

※「大字籠田」「大字落水」は、無住地�

現　　在� 合　併　後� 合併後の読み方�

三島郡和島村大字阿弥陀瀬�

三島郡和島村大字荒巻�

三島郡和島村大字梅田�

三島郡和島村大字小島谷�

三島郡和島村大字上桐�

三島郡和島村大字北野�

三島郡和島村大字黒坂�

三島郡和島村大字三瀬ケ谷�

三島郡和島村大字島崎�

三島郡和島村大字下富岡�

三島郡和島村大字城之丘�

三島郡和島村大字高畑�

三島郡和島村大字中沢�

三島郡和島村大字根小屋�

三島郡和島村大字東保内�

三島郡和島村大字日野浦�

三島郡和島村大字村田�

三島郡和島村大字両高�

三島郡和島村大字若野浦�

三島郡和島村大字籠田�

三島郡和島村大字落水�

長岡市阿弥陀瀬�

長岡市荒巻�

長岡市梅田�

長岡市小島谷�

長岡市上桐�

長岡市和島北野�

長岡市黒坂�

長岡市三瀬ケ谷�

長岡市島崎�

長岡市下富岡�

長岡市城之丘�

長岡市和島高畑�

長岡市和島中沢�

長岡市根小屋�

長岡市東保内�

長岡市日野浦�

長岡市村田�

長岡市両高�

長岡市若野浦�

長岡市籠田�

長岡市落水�

ながおかしあみだせ�

ながおかしあらまき�

ながおかしうめだ�

ながおかしおじまや�

ながおかしかみぎり�

ながおかしわしまきたの�

ながおかしくろさか�

ながおかしさんぜがや�

ながおかししまざき�

ながおかししもとみおか�

ながおかしじょうのおか�

ながおかしわしまたかばたけ�

ながおかしわしまなかざわ�

ながおかしねごや�

ながおかしひがしほない�

ながおかしひのうら�

ながおかしむらた�

ながおかしりょうたか�

ながおかしわかのうら�

ながおかしかごだ�

ながおかしおちみず�

◯住所新旧対照表�
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○
合
併
後
に
統
一�

�

　
新
た
な
介
護
保
険
料
を
定
め
て
、
平

成
18
年
度
か
ら
統
一
し
ま
す
。�

�

○
合
併
後
に
統
一�

�

　
長
岡
市
の
制
度
を
基
に
統
一
し
ま
す
。

た
だ
し
、
平
成
17
年
度
は
現
行
ど
お
り

と
し
ま
す
。�

　
基
本
健
診
、が
ん
検
診
、
胸
部
レ
ン
ト

ゲ
ン
を
セ
ッ
ト
で
受
診
で
き
る
も
の
で
す
。�

　
こ
れ
は
40
歳
〜
64
歳
の
方
の
制
度
で
す
。

65
歳
以
上
の
方
は
い
ま
ま
で
ど
お
り
基

本
検
診
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、か
か
り
つ

け
医
に
お
い
て
も
同
様
の
基
本
検
診
を

う
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。�

�

○
合
併
後
に
統
一�

�

　
平
成
19
年
度
か
ら
、
長
岡
市
の
保
育

料
の
水
準
に
統
一
し
ま
す
。�

　
た
だ
し
、
平
成
17
年
度
は
現
行
ど
お

り
と
し
、
平
成
18
年
度
に
調
整
し
ま
す
。

な
お
、
所
得
階
層
区
分
は
平
成
18
年
度

に
統
一
し
ま
す
。�

　
市
町
村
保
育
料
に
差
異
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
急
激
な
変
化
が
生
じ
な
い
よ
う

に
、
経
過
措
置
を
設
け
ま
す
。�

�

◯
合
併
後
に
統
一�

�

　
長
岡
市
の
制
度
に
統
一
し
ま
す
。

な
お
、
入
院
時
食
事
療
養
費
の
助
成
は
、

市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
と
し
ま
す
。�

（
通
院
・
入
院
と
も
６
歳
児
（
就
学
前
）

ま
で
助
成
を
行
い
ま
す
。
）�

�

※
和
島
村
の
経
過
措
置
と
し
て
、
制

度
統
一
に
よ
り
一
部
負
担
金
の
助
成

が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
人
に
は
、
平

成
18
年
３
月
末
日
ま
で
の
間
、
現
行

ど
お
り
助
成
を
行
い
ま
す
。�

◯
合
併
後
に
統
一�

�

　
長
岡
市
の
制
度
に
統
一
し
ま
す
。

た
だ
し
、
既
貸
付
者
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
貸
付
条
件
、
返
還
条
件
の
ま

ま
と
し
ま
す
。�

　
合
併
後
は
、
長
岡
市
の
制
度
に
統
一

し
て
、
対
象
者
を
新
市
全
体
に
拡
大
し

て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。�

　
た
だ
し
、
既
に
貸
付
制
度
を
利
用
し

て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
合
併
後
も
現

在
の
貸
付
条
件
や
返
還
条
件
を
継
続
し

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

�

○
合
併
後
に
統
一�

�

　
長
岡
市
の
制
度
に
統
一
し
ま
す
。�

　
最
高
水
準
で
あ
る
長
岡
市
の
制
度
に

合
わ
せ
、
対
象
者
（
在
宅
心
身
障
害
者

の
う
ち
該
当
者
）
に
5
0
0
円
券
を
年

間
30
枚
交
付
し
ま
す
。�

（
病
院
に
定
期
的
に
通
院
し
、
自
動
車

税
の
免
除
を
受
け
て
い
な
い
場
合
は
90

枚
を
上
限
と
し
ま
す
。
）�

�

○
合
併
後
に
統
一�

�

　
賦
課
方
式
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
長

岡
市
の
制
度
に
統
一
し
ま
す
。�

　
保
険
料
額
は
、
平
成
19
年
度
か
ら
ほ

ぼ
平
均
的
（
加
重
平
均
）
保
険
料
額
の

水
準
に
統
一
し
ま
す
。�

　
な
お
、
平
成
17
年
度
は
各
市
町
村
が

定
め
た
保
険
料
額
と
し
、
平
成
18
年
度

は
和
島
村
・
寺
泊
町
・
与
板
町
で
は
不

均
一
賦
課
を
行
い
ま
す
。�

福
祉
・
保
健
�

福
祉
・
保
健
�

育
英
奨
学
金
の
�

貸
し
付
け
�

乳
幼
児
の
�

医
療
費
助
成
�

福
祉
タ
ク
シ
ー
�

国
民
健
康
保
険
料
�

介
護
保
険
料
�

保
育
料
�

（
認
可
保
育
所
保
育
料
）
�

総
合
健
康
診
査
�

（
基
本
健
診
、が
ん
検
診
、�

　
　
　
　
　
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
）
�

通院・入院とも6歳
児（就学前）まで�

通院は3歳未満児
まで、入院は4歳
未満児まで�

長岡市�

対象年齢�

和島村�

4月に配布された『合併協議会報
告書』をご覧下さい。 
 
合併協定項目の協議結果及び新
市建設計画の概要が載っています。 
 
■お問合せ�
　和島村役場総務課 
　�74－3111 
 
長岡市・和島村合併協議会ホームページ 
http://www.nagaoka-gappei/nagaoka-washima

詳しくは������� 
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○
合
併
後
に
統
一�

�

　
新
基
準
を
創
設
し
統
一
し
ま
す
。
た

だ
し
、
合
併
後
、
３
年
か
ら
５
年
を
目

途
に
統
一
し
ま
す
。�

（
各
市
町
村
で
料
金
体
系
が
異
な
る
こ

と
か
ら
、
新
た
に
基
準
を
創
設
し
ま
す
）�

�

○
合
併
後
に
統
一�

�

　
新
基
準
を
創
設
し
統
一
し
ま
す
。
た

だ
し
、
合
併
後
、
３
年
か
ら
５
年
を
目

途
に
統
一
し
ま
す
。�

（
各
市
町
村
で
料
金
体
系
が
異
な
る
こ

と
か
ら
、
新
た
に
基
準
を
創
設
し
ま
す
）�

�

○
合
併
後
に
統
一�

�

　
長
岡
市
の
制
度
に
統
一
し
ま
す
。
た

だ
し
、
平
成
17
年
度
は
現
行
ど
お
り
と

し
ま
す
。�

　
従
来
の
学
用
品
費
、
通
学
用
品
費
な

ど
国
の
基
準
に
よ
る
も
の
の
ほ
か
に
、

新
た
に
特
殊
学
級
在
籍
児
童
生
徒
の
通

学
費
が
加
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

　
ま
た
、
準
要
保
護
世
帯
の
認
定
基
準

を
「
世
帯
の
総
所
得
が
生
活
保
護
基
準

の
1.3
倍
以
内
」
に
統
一
し
ま
す
。�

�

◯
合
併
後
に
統
一�

�

　
長
岡
市
の
制
度
に
統
一
し
ま
す
。
た

だ
し
、
平
成
19
年
度
ま
で
は
現
行
ど
お

り
と
し
ま
す
。�

　
各
市
町
村
で
は
、
ご
み
処
理
基
本
計

画
に
基
づ
く
ご
み
の
分
別
収
集
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
分
別
種
類
や
収
集
回
数

な
ど
が
異
な
っ
て
い
る
た
め
、
十
分
な

周
知
期
間
を
設
け
て
、
分
別
・
収
集
方

法
が
最
も
充
実
し
て
い
る
長
岡
市
の
制

度
に
統
一
し
ま
す
。�

　
長
岡
市
の
制
度
に
統
一
す
る
こ
と

に
よ
り
、
ご
み
の
分
別
が
全
体
と
し

て
向
上
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
ご
み

の
減
量
化
や
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
に
つ

な
が
り
ま
す
。�

���

〈
道
路
除
雪
の
出
動
基
準
等
〉�

…
現
行
ど
お
り�

�

　
「
積
雪
10
㎝
以
上
」
を
一
律
の
除
雪

出
動
基
準
と
し
、
全
市
早
朝
除
雪
を
基

本
と
し
ま
す
。
な
お
、
日
中
・
深
夜
除

雪
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

て
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
除
雪
路
線
に

つ
い
て
も
、
現
行
ど
お
り
と
し
ま
す
。�

　
日
中
・
深
夜
除
雪
の
実
施
や
出
動
頻

度
に
つ
い
て
は
、
降
雪
量
な
ど
地
域
の

気
象
状
況
に
差
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
取
組
み
が
効
果
的

で
あ
り
、
現
行
ど
お
り
と
し
ま
す
。�

�

〈
消
雪
パ
イ
プ
に
係
る
施
策
〉�

…
当
分
の
間
現
行
ど
お
り�

�
　
消
雪
パ
イ
プ
の
施
策
は
、
各
市
町
村

の
取
組
み
に
歴
史
的
経
緯
が
あ
り
、
設

置
や
維
持
管
理
、
電
気
料
金
等
に
お
い

て
、
行
政
と
地
元
の
負
担
関
係
に
著
し

い
相
違
が
あ
る
た
め
、
当
分
の
間
現
行

ど
お
り
と
し
ま
す
。
な
お
、
受
益
者
負

担
の
あ
り
方
や
、
消
雪
パ
イ
プ
の
設
置

が
不
可
能
な
地
域
と
の
サ
ー
ビ
ス
バ
ラ

ン
ス
、
地
盤
沈
下
等
に
つ
い
て
検
討
し
、

極
端
な
サ
ー
ビ
ス
低
下
や
財
政
負
担
の

著
し
い
増
加
を
招
か
な
い
方
向
で
、
期

間
を
か
け
て
調
整
し
ま
す
。�

日
常
生
活
�

日
常
生
活
�

教
育
�

教
育
�

ご
み
の
分
別
�

　
　
　
　
収
集
�

雪
対
策
�

下
水
道
使
用
料
�

（
農
業
集
落
排
水
事
業
を
含
む
）
�

就
学
援
助
・
�

奨
励
費
補
助
事
業
�

水
道
料
金
�

※コール収集…電話等で事前に申込みを受けて、玄関先まで伺う個別収集。大きくて重い粗大ゴミを、�
　ごみステーションに持ち運ぶ必要がなくなります。�

燃やすごみ、燃やさないごみ、
粗大ごみ（※コール収集）、資
源物8品目（びん、缶、ペット
ボトル、新聞、雑誌・チラシ、
段ボール、プラスチック容器包
装材、枝葉・草）�

燃やすごみ、燃やさないごみ�

家庭系ごみの収集〔種別〕�

長岡市�

事業系ごみの収集〔種別〕�

学用品費、�
通学用品費、�
修学旅行費、�
学校給食費�

特殊学級在籍児童
生徒の通学費�

国の基準による支給�

長岡市�

長岡市単独の支給�
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キ
ャ
ン
プ
場
に
村
民
の
声
響
く�

さ
あ
始
ま
り
ま
す
夏
本
番
　
ま
ち
に
ま
っ
た
海
開
き�

７
月
12
日
�
、
落
水
海
水
浴
場
に
お

い
て
、
和
島
村
観
光
協
会
主
催
に
よ
る

海
開
き
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日

は
、
村
長
を
は
じ
め
関
係
者
か
ら
ご
出

席
い
た
だ
き
泉
蔵
寺
住
職
が
安
全
祈
願

を
行
な
い
ま
し
た
。�

こ
の
日
に
先
立
ち
、
海
岸
に
更
衣
室

や
ト
イ
レ
が
設
置
さ
れ
、
本
格
的
な
海

の
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
り
ま
し
た
。�

海
で
泳
ぐ
こ
と
は
楽
し
さ
も
あ
り
ま

す
が
、
同
時
に
事
故
の
危
険
を
は
ら
ん

で
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
海
水
浴
を
す

る
際
は
十
分
な
準
備
を
し
て
行
な
う
よ

う
に
し
て
下
さ
い
。�

７
月
９
日
�
、
10
日
�
、
和
島
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
場
に
お
い
て
、
村
民
無
料

開
放
が
行
わ
れ
、
８
組
家
族
が
参
加
し

ま
し
た
。�

キ
ャ
ン
プ
場
に
着
く
と
早
速
テ
ン
ト

張
り
。
皆
さ
ん
慣
れ
た
様
子
で
家
族
力

を
合
わ
せ
て
テ
キ
パ
キ
と
作
業
を
進
め

て
い
き
ま
し
た
。
夕
食
時
に
な
る
と
、

み
な
さ
ん
バ
ー
べ
キ
ュ
ー
を
開
始
。
普

段
あ
ま
り
料
理
を
し
な
い
お
父
さ
ん
も

こ
の
日
ば
か
り
は
、
お
肉
や
野
菜
を
焼

く
な
ど
大
忙
し
の
様
子
で
し
た
。�

そ
れ
ぞ
れ
思
い
お
も
い
に
過
ご
し
た

村
民
無
料
開
放
。
大
切
な
家
族
の
思
い

で
が
で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。�

○
最
優
秀
作
品�

○
優
秀
作
品�

７�

７
月
２
日
�
、
親
子
が
ふ
れ
あ
い
な

が
ら
楽
し
く
、
お
に
ぎ
り
を
作
っ
て
も

ら
お
う
と
小
学
校
１
年
生
の
親
子
を
対

象
に
、
『
親
子
ふ
れ
あ
い
お
に
ぎ
り
教

室
』
が
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
な
わ
れ
ま

し
た
。�

教
室
に
は
28
人
の
親
子
が
参
加
。
最

初
の
１
時
間
は
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を

行
っ
た
後
お
に
ぎ
り
を
作
り
始
め
ま
し

た
。
出
来
上
が
っ
た
お
に
ぎ
り
は
、
早

速
試
食
。
自
分
で
作
っ
た
お
に
ぎ
り
は

よ
ほ
ど
お
い
し
か
っ
た
の
か
、
す
ぐ
に

な
く
な
り
、
子
ど
も
た
ち
は
満
足
そ
う

な
表
情
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。�

７
月
７
日
�
、
地
域
ふ
れ
あ
い
活

動
の
一
環
と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い

る
�
七
夕
の
集
い
�
が
保
育
所
で
行

わ
れ
ま
し
た
。�

今
年
も
工
房
ゆ
き
わ
り
の
み
な
さ
ん

を
お
招
き
し
て
行
わ
れ
、
一
緒
に
お
や

つ
を
食
べ
た
り
、
折
り
紙
な
ど
で
色
と

り
ど
り
の
七
夕
飾
り
を
作
り
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
当
日
は
少
し
曇
り
の
天
候

と
な
り
ま
し
た
が
、
大
き
な
竹
に
自
分

達
が
作
っ
た
色
と
り
ど
り
の
飾
り
が
飾

ら
れ
る
と
、
大
喜
び
で
、
は
し
ゃ
い
で

い
ま
し
た
。
子
ど
も
達
は
工
房
ゆ
き
わ

り
の
み
な
さ
ん
と
ひ
と
と
き
の
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。�

６
月
26
日
�
、
和
島
村
消
防
団
に
と
っ

て
最
後
と
な
る
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会

と
和
島
村
夏
季
消
防
演
習
が
行
わ
れ

ま
し
た
。�

午
前
中
は
北
辰
中
学
校
に
お
い
て
ポ

ン
プ
操
法
競
技
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

日
頃
か
ら
訓
練
を
重
ね
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
本
番
で
は
キ
ビ
キ
ビ
と
し
た

動
き
で
す
ば
ら
し
い
操
法
を
披
露
し
て

い
ま
し
た
。�

ま
た
こ
の
日
は
、
和
島
村
地
域
赤
十

字
奉
仕
団
22
名
が
炊
き
出
し
の
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。
ト
ン
汁
と
災
害
用
の
炊

飯
袋
を
使
っ
て
の
ご
飯
を
消
防
団
員
に

ふ
る
ま
い
ま
し
た
。�

午
後
か
ら
は
村
民
運
動
広
場
に
お
い

て
約
２
０
０
人
の
団
員
が
一
同
に
会
し

部
隊
訓
練
や
分
列
行
進
、
放
水
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。�

こ
の
日
は
、
大
変
暑
い
日
と
な
り
ま

し
た
が
、
村
を
守
る
力
強
い
消
防
団
の

技
術
と
技
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。�

か
な
う
と
い
い
ね
　
み
ん
な
の
願
い�

お
腹
い
っ
ぱ
い
　
お
コ
メ
を
食
べ
よ
う
　
お
に
ぎ
り
教
室�

災
害
に
備
え
て
　
訓
練
披
露�

６�

トピックス�
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電
話
番
号�

　
　
74
―
３
１
１
１�

Ｆ
Ａ
Ｘ�

　
　
74
―
３
５
０
０�

☆
８
月
７
日
��

☆
８
月
14
日
��

☆
８
月
21
日
��

☆
８
月
28
日
��

〜
少
年
教
室
　
第
4
回
・
第
5
回
学
習
〜
�

〜
『
Ｂ
＆
Ｇ
ク
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
 
in
 
わ
し
ま
』盛
大
に
開
催
!!

〜
�

※
時
間
は
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
�

　
事
前
の
申
込
は
不
要
で
す
の
で

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
�

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
�

プ
ー
ル
か
ら
の
お
知
ら
せ

プ
ー
ル
か
ら
の
お
知
ら
せ
�

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
�

プ
ー
ル
か
ら
の
お
知
ら
せ

プ
ー
ル
か
ら
の
お
知
ら
せ
�

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
�

プ
ー
ル
か
ら
の
お
知
ら
せ
�

少
年
教
室
第
4
回
学
習
〔
事
前
学
習
〕
�

�　
去
る
6
月
18
日
�
ゆ
き
わ
り
荘
で
、

8
月
に
磐
梯
青
年
の
家
で
実
施
さ
れ
る

集
団
宿
泊
研
修
の
事
前
学
習
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
�

　
午
前
中
は
、
そ
れ
ぞ
れ
作
業
を
分
担

し
な
が
ら
カ
レ
ー
作
り
を
実
施
。
み
ん

な
で
協
力
し
て
作
っ
た
カ
レ
ー
の
味
は

格
別
で
し
た
。
午
後
は
、
班
に
分
か
れ

て
ベ
ッ
ド
メ
イ
キ
ン
グ
の
練
習
と
陶
芸

制
作
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
�

　
陶
芸
制
作
で
は
、
陶
芸
サ
ー
ク
ル
会

員
の
方
々
に
指
導
者
と
な
っ
て
い
た
だ

き
、
子
供
た
ち
は
指
導
を
う
け
な
が
ら

お
も
い
お
も
い
の
作
品
作
り
に
熱
中
し

て
い
ま
し
た
。
�

�少
年
教
室
第
5
回
学
習
〔
報
告
書
づ
く
り
〕
�

�　
去
る
7
月
2
日
�
に
、
少
年
教
室
第

5
回
学
習
『
報
告
書
づ
く
り
』
を
ゆ
き

わ
り
荘
に
て
実
施
し
ま
し
た
。
�

　
昨
年
水
害
・
地
震
2
度
の
災
害
を

経
験
し
た
感
想
や
第
3
回
学
習
『
最

新
施
設
で
の
防
災
体
験
』
で
学
ん
だ

こ
と
、
ま
た
報
告
書
づ
く
り
前
に
鑑

賞
し
た
地
震
に
関
す
る
映
画
を
も
と

に
防
災
に
関
す
る
報
告
書
を
班
ご
と

に
つ
く
り
ま
し
た
。
�

　
そ
の
後
、
会
場
を
大
体
育
館
に
移
し
、

キ
ャ
ッ
チ
・
ザ
・
ス
テ
ィ
ッ
ク
や
ド
ッ

ジ
ボ
ー
ル
を
し
て
、
思
い
っ
き
り
汗
を

流
し
ま
し
た
。
�

�

　
７
／
18
（
月
・
祝
）
『
海
の
日
』
を

記
念
し
、
海
の
恩
恵
に
感
謝
す
る
と
と

も
に
、
国
民
共
有
財
産
で
あ
る
海
や
河

川
な
ど
を
含
む
周
辺
環
境
を
保
護
す
る

た
め
、
「
海
や
水
辺
を
き
れ
い
に
し
よ

う
」
を
テ
ー
マ
に
ゴ
ミ
拾
い
を
行
い
、

そ
の
後
に
海
洋
性
ス
ポ
ー
ツ
を
満
喫
し

ま
し
た
。
�

　
当
日
は
、
一
般
海
水
浴
客
も
飛
び
入

り
参
加
し
、
総
勢
80
名
を
越
え
る
人
達

で
海
岸
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。
�

　
そ
の
後
、
綺
麗
に
な
っ
た
海
岸
で
、

水
上
バ
イ
ク
の
試
乗
会
や
バ
ナ
ナ
ボ
ー

ト
を
楽
し
み
、
お
昼
に
は
、
具
た
っ
ぷ

り
の
海
鮮
汁
も
振
舞
わ
れ
、
参
加
者
は
 

�
海
の
日
�
を
充
分
に
満
喫
し
て
い
た

様
子
で
し
た
。
�

　
今
年
、
お
盆
の
時
期
を
無
料

開
放
日
と
い
た
し
ま
し
た
。
是

非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
�

　
な
お
新
潟
県
Ｂ
＆
Ｇ
水
泳
大
会

の
た
め
休
館
日
を
設
け
て
お
り
ま

す
。
こ
の
時
間
は
入
館
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
�

�　
◎
無
料
開
放
日
�

　
　
８
／
１３
�
〜
１５
�
�

　
◎
休
館
日
�

　
　
８
／
２４
�
　
昼
の
部
�

８
月
15
日
�
、
午
前
９
時
30

分
よ
り
、
和
島
村
保
健
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
成
人
式
が
執
り
行
わ

れ
ま
す
。
�

今
年
の
対
象
者
は
、
昭
和
59

年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
60
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
方
で
す
。
今

年
該
当
す
る
新
成
人
は
75
人
で
す
。�

成
人
式
当
日
は
式
典
後
、
北

辰
中
学
校
卒
業
当
時
の
校
長
の

中
森
保
氏
に
よ
る
記
念
講
演
も

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
�

生 涯 学 習 情 報 �
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〜
下
町
上
チ
ー
ム
優
勝
〜
�

▲ 優勝した下町上チーム�

�

　
7
月
11
日
か
ら
15
日
ま
で
の
５
日
間

に
わ
た
り
、
公
民
館
主
催
に
よ
る
ナ
イ

タ
ー
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
勤
労
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
�

　
18
チ
ー
ム
、
約
２
６
０
名
が
参
加
し

て
行
わ
れ
た
今
年
の
大
会
は
、
笑
い
、

拍
手
、
歓
声
が
連
日
体
育
館
に
こ
だ
ま

し
、
非
常
に
盛
り
上
が
り
を
み
せ
た
大

会
で
し
た
。
�

　
前
回
３
位
に
終
わ
っ
た
『
下
町
上
』

チ
ー
ム
が
、
昭
竹
会
（
両
高
）
チ
ー
ム

を
敗
り
、
昨
年
の
雪
辱
を
果
た
し
、
優

勝
を
飾
り
ま
し
た
。
�

　
な
お
、
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
�

☆
 
優
　
勝
　
下
町
上
チ
ー
ム
�

☆
 
準
優
勝
　
昭
竹
会
チ
ー
ム
�

☆
 
第
3
位
　
村
田
Ｂ
チ
ー
ム
�

�

　
公
民
館
主
催
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
次
の
日
程
と
会
場
で
行
わ
れ
ま
す
。
�

日
頃
の
運
動
不
足
の
解
消
に
、
ぜ
ひ
皆

さ
ん
で
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
�

　
参
加
の
ほ
ど
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。
�

☆
期
　
日
�

　
８
／
21
 

�
【
雨
天
中
止
】
�

　
午
前
７
時
30
分
〜
�

☆
会
　
場
�

　
村
民
野
球
場
及
び
運
動
広
場
�

☆
対
　
象
�

選
手
は
、
女
性
2
名
（
児
童
・
生
徒
・

高
校
生
を
除
く
）
以
上
、
及
び
35
歳

以
上
の
男
性
７
名
以
内
と
す
る
。
�

ま
た
、
男
性
の
み
の
チ
ー
ム
編
成
も

可
と
し
、
そ
の
場
合
は
、
相
手
チ
ー

ム
へ
ハ
ン
デ
を
与
え
る
も
の
と
す
る
。

（
詳
細
は
、
開
催
要
項
を
参
照
願
い

ま
す
。
）
�

☆
お
申
込
み
�

８
／
15
�
ま
で
に
各
地
区
の
社
会
教

育
推
進
員
ま
た
は
、
公
民
館
（
教
育

委
員
会
）
へ
お
申
込
み
下
さ
い
。
�

�

　
良
寛
様
ゆ
か
り
の
和
島
村
・
与
板
町
・

出
雲
崎
町
の
合
同
事
業
と
し
て
、
毎
年
、

良
寛
講
座
が
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
�

　
会
場
は
３
町
村
の
会
場
の
持
ち
回
り

で
行
わ
れ
て
お
り
、
６
月
26
日
�
に
は

第
１
回
目
の
良
寛
講
座
が
和
島
村
保
健

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
�

　
元
新
潟
大
学
教
授
の
井
上
慶
隆
様
を

講
師
に
迎
え
、
「
郷
土
史
の
中
の
良
寛
、

出
家
へ
の
道
」
と
題
し
、
ご
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
�

　
種
々
の
資
料
か
ら
引
用
さ
れ
、
順
序

だ
て
て
、
わ
か
り
易
く
、
話
し
を
さ
れ
、

受
講
さ
れ
た
方
は
大
変
参
考
に
な
っ
た

様
子
で
し
た
。
�

　
第
２
回
目
は
７
月
17
日
�
与
板
町
の

町
民
体
育
館
に
お
い
て
「
修
行
と
風
雅
」
。
�

第
３
回
目
は
８
月
21
日
�
「
明
治
、
大

正
、
昭
和
」
と
題
し
同
じ
講
師
の
方
で

シ
リ
ー
ズ
で
行
わ
れ
る
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。
�

　
残
り
あ
と
1
回
で
す
が
、
若
干
の
飛

入
り
受
講
も
出
来
ま
す
の
で
、
希
望
さ

れ
る
方
は
教
育
委
員
会
へ
申
し
出
く
だ

さ
い
。
�
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医療分保険料は所得割・資産割・均等割・平等割の４方式で計算されます。�

１年間の保険料額�

所 得 割 �資 産 割 �均 等 割 �平 等 割 �

5.90％�

各世帯の加入者の 

所得に応じて計算 

26.83％�

各世帯の加入者の 

資産に応じて計算 

24，000円�

各世帯の加入者数 

に応じて計算 

20，000円�

各世帯に均一の額 

介護保険料は所得割・均等割の２方式で計算されます。�

1年間の保険料額�

所 得 割 � 均 等 割 �

1.40％�

各世帯の加入者の所得に応じて計算 

12,000円�

各世帯の加入者数に応じて計算 国
民
健
康
保
険
の

国
民
健
康
保
険
の�

保
険
証
が
変
わ
り
ま
す

保
険
証
が
変
わ
り
ま
す�

国
民
健
康
保
険
の�

保
険
証
が
変
わ
り
ま
す�

国
保
料
は
期
日
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

国
保
料
は
期
日
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う�

国
保
料
は
期
日
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う�

新
潟
文
化
祭
2
0
0
5
�

「
県
民
参
加
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
�

文
化
団
体
分
野
別
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
�

「
合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
�

新
潟
文
化
祭
2
0
0
5
�

「
県
民
参
加
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
�

文
化
団
体
分
野
別
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
�

「
合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
�

新
潟
文
化
祭

新
潟
文
化
祭
2
0
0
5
�

2
0
0
5
�

「
県
民
参
加

県
民
参
加
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
�

文
化
団
体
分
野
別

文
化
団
体
分
野
別
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
�

「
合
唱
合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
�

新
潟
文
化
祭
2
0
0
5
�

「
県
民
参
加
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
�

文
化
団
体
分
野
別
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
�

「
合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
�

上記の4方式によって算出された保険料が年間で

53万円以上になった場合は、限度額として53万

円で打ち切ります。また、一定の所得以下の世帯

に対して、保険料を軽減する措置があります。�

上記の2方式によって算出された保険料が年間で

8万円以上になった場合は、限度額として8万円

で打ち切ります。また、一定の所得以下の世帯に

対して、保険料を軽減する措置があります。�

平
成
17
年
度�

平
成
17
年
度�

 　
保
険
料
は
、前
年
度
の
医
療
費
等
を

基
に
そ
の
年
に
必
要
と
予
想
さ
れ
る
医

療
費
か
ら
、国
な
ど
が
負
担
す
る
分
と

み
な
さ
ま
が
、医
療
機
関
で
支
払
う
自

己
負
担
金
を
引
い
た
分
が
保
険
料
の
総

額
と
な
り
ま
す
。
 

　
16
年
度
の
医
療
費
総
額
は
15
年
度
と

比
較
し
て
0.1
％
増
額
で
、ほ
ぼ
同
額
と

な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
な
か

保
険
料
率
は
、前
年
と
ほ
ぼ
同
額
に
据

え
置
き
と
し
次
の
よ
う
に
決
定
い
た
し

ま
し
た
。
 

　
保
険
料
を
納
め
な
い
人
が
い
る
と
、

き
ち
ん
と
納
め
て
い
る
人
と
の
負
担
の

公
平
を
損
な
う
ば
か
り
か
、国
保
制
度

そ
の
も
の
が
成
り
立
た
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
。
 

　
保
険
料
を
滞
納
す
る
と
、督
促
を
受

け
た
り
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
、さ
ら
に
は
保
険
証
を
返
し
て
い

た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

 

□
「
県
民
参
加
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
�

　
県
民
の
皆
さ
ん
が
気
軽
に
参
加
し
、ア
ジ

ア
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
県
民
参
加

型
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
県
内
芸
能
団
体
等
に

よ
る
ア
ジ
ア
の
舞
踊
や
音
楽
の
ス
テ
ー
ジ
、ア

ジ
ア
の
料
理
や
物
産
等
を
販
売
す
る
ブ
ー
ス

な
ど
、ア
ジ
ア
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
く
だ

さ
い
。
 

【
ア
ジ
ア
ス
テ
ー
ジ
】 

県
内
芸
能
団
体
等
に
よ
る
ア
ジ
ア
の
芸

能
や
音
楽
を
披
露
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

ス
テ
ー
ジ
 

【
ア
ジ
ア
バ
ザ
ー
ル
】 

ア
ジ
ア
の
文
化
や
物
産
等
を
紹
介
す
る
ブ
ー

ス
・
N
P
O
の
活
動
を
P
R
す
る
ブ
ー
ス
 

新
潟
中
越
大
震
災
、ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
の

復
興
を
応
援
す
る
ブ
ー
ス
・
N
P
O
の
活

動
P
R
の
ブ
ー
ス
 

■
日
　
時
 

　
8
月
27
日
�
　
11
時
〜
18
時
 

　
　
　
28
日
�
　
10
時
〜
17
時
 

■
会
　
場
 

万
代
シ
テ
ィ
パ
ー
ク
、市
道
十
字
路
歩
行

者
天
国（
新
潟
市
万
代
） 

※
日
本
テ
レ
ビ
系
２４
時
間
テ
レ
ビ
「
愛
は
地

球
を
救
う
」
と
同
日
同
会
場
に
て
開
催
。
 

□
文
化
団
体
分
野
別
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
�

　
「
合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
�

　
県
内
8
つ
の
文
化
団
体
に
よ
る
日
ご
ろ
の

活
動
成
果
の
発
表
の
皮
切
り
と
し
て
、新
潟

県
合
唱
連
盟
の
加
盟
団
体
が
中
学
校
・
高
校
・

大
学
・一
般
・
職
場
の
部
門
に
分
か
れ
て
競
い

合
い
、美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
響
か
せ
ま
す
。

ぜ
ひ
県
民
会
館
に
足
を
運
び
、音
楽
の
楽
し

さ
を
満
喫
し
て
下
さ
い
。
 

■
日
　
時
 

　
8
月
28
日
�
10
時
30
分
開
演
 

■
会
　
場
 

　
新
潟
県
民
会
館
 

大
ホ
ー
ル
 

入
場
無
料
 

■
お
問
合
せ
 

　
県
民
生
活
・
環
境
部
 

　
文
化
振
興
課
文
化
事
業
係
 

 （
�
0
2
5
―
2
8
0
―
5
1
3
9
） 

現
在
使
用
し
て
い
る
国
民
健
康

保
険
証
は
8
月
31
日
�
で
使
え
な

く
な
り
、
平
成
17
年
度
用
と
し
て

9
月
1
日
�
か
ら
新
し
い
保
険
証

に
変
わ
り
ま
す
。
新
し
い
保
険
証

は
8
月
下
旬
に
郵
送
で
加
入
世
帯

に
お
届
け
し
ま
す
。
 

※
長
岡
市
と
の
合
併
に
と
も
な
い
、

新
し
い
保
険
証
の
有
効
期
限
は

12
月
31
日
�
ま
で
と
な
り
、
平

成
18
年
１
月
１
日
�
か
ら
更
に

新
し
い
保
険
証
に
変
わ
り
ま
す
。
 

～東北電力から街路灯寄贈～�
　7月8日�、今年も東北電力三条営業所
から街路灯10基の寄贈をいただきました。�
　犯罪防止や交通安全の面から街路灯は
村民から要望がたいへん多く、和島村では
みなさんに安全と安心のために、これらを
有効に設置いたします。�

人
生
、�

山
あ
り
・
谷
あ
り
。�

楽
あ
り
・
苦
あ
り
。�

皆
さ
ん
は
こ
の
結
果
を
ど
う
感
じ
ら
れ

ま
す
か
？�

 

ス
ト
レ
ス
を
減
ら
す
工
夫
を
し
よ
う�

　
適
度
な
ス
ト
レ
ス
は
、
人
間
が
力
を

発
揮
す
る
の
に
効
果
的
に
働
き
ま
す
。

し
か
し
、
自
分
自
身
の
ス
ト
レ
ス
の
風

船
が
破
れ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
な
、
工

夫
が
必
要
で
す
！ 

 
　
和
島
村
で
は
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
教
室
を

開
催
い
た
し
ま
す
。 

◎
リ
ラ
ッ
ク
ス
教
室
と
は�

　
同
じ
ス
ト
レ
ス
が
あ
っ
て
も
、
そ
の

人
に
よ
っ
て
受
け
取
り
方
や
重
み
も
違

い
ま
す
。 

　
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
り
や
す
い
人
は
、

自
分
の
考
え
方
や
行
動
を
変
え
て
い
け

る
と
、
と
っ
て
も
楽
に
な
れ
ま
す
。
こ

の
教
室
に
参
加
さ
れ
る
と
、
自
分
に
あ
っ

た
リ
ラ
ッ
ク
ス
法
が
き
っ
と
見
つ
か
り

ま
す
。 

※
『
心
の
元
気
度
調
べ
』
は
、
こ
こ
2
週
間
の
状
況
を
お
聞
き
し
た
も
の
で
す�

※ 

18
歳
〜
64
歳
の
比
較
的
若
い
方
2
5
0
人
に
聞
い
た
回
答
で
す�

いいえ�
はい�

いいえ�
はい�

いいえ�
はい�

いいえ�
はい�

毎日の生活が充実していますか�

訳もなく疲れたように感じますか� 気分がひどく落ち込んで、自殺について考える事がありますか�

自分は役に立つ人間だと考える事ができますか�

17%

26%

83%

74%

3%

97%

12%

88%

○リラックス教室�
会場：ゆきわり荘�

日　時� 内　　容�

１.リラックスⅠ�
9月2日（金）�

２.リラックスⅡ�
9月9日（金）�

３.リラックスⅢ�
9月29日（木）�

４.リラックスⅣ�
10月7日（金）�

出会いの日�
自己紹介・�
ゆっくり語り合おう�

リラックス�
　　体験の日�

笑顔で�
　お別れの日�

～なぜ、リラックス教室が必要なの～�
ミニ講話：長岡地域振興局　精神保健福祉相談員�

島田知子　様�

「講演会」の日�
講師：三島病院　精神科医　野村三好　先生�

～一般公開講演になります～�
教室生の方は…講演終了後茶話会があります�

～ストレスが少ないコミュニケーション法～�
講師：田宮病院　臨床心理士　中山恵子　様�

ストレッチング・音楽を聴いて瞑想�

講師：体育指導員　加勢幸江　様�

～「積極的休養法」を知ろう～�
講師：精神保健福祉センター　�

精神保健福祉相談員　細野純子　様�

お茶を飲みながら教室を振り返ってみましょう。�

○参 加 費　１回 100円程度　　○お申込締切　８月22日� 

○お申込み・お問合せ　役場住民課保健師（�74－3111） 

う
つ
病
シ
リ
ー
ズ
④�

【
今
月
の
テ
ー
マ
】
速
報
！
基
本
検
診
で
の
「
心
の
元
気
度
調
べ
」
結
果�

ここ
ろのホットライン
（相談専

用ダイヤル）

月～金　午前8：30～午後5：00�

・025（280）0113�
（新潟県精神保健福祉センター）�

・0258（33）4931�
（長岡地域振興局）�

�

いのちの電話　24時間対応�
025－280－4343

ご利用�
ください�

役場保健師�
への相談も�
できます�

＜相談窓口＞�
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INFORMATION

○�

○�

○�

○�
INFORMATION

役場　�74－3111　FAX74－2791

長岡広域圏イベント情報�

歯
の
健
康

歯
の
健
康�

Q
＆
A
コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー�

歯
の
健
康

歯
の
健
康�

Q
＆
A
コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー�

歯
の
健
康�

Q
＆
A
コ
ー
ナ
ー�

8月の救急診療のご案内�

■休日救急当番医表�

Ｑ
　
歯
周
病
が
全
身
に
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。�

�

Ａ
　
最
近
の
研
究
で
は
、歯
周
病
が

さ
ま
ざ
ま
な
全
身
疾
患
の
要
因
と

し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
た

と
え
ば
、心
臓
血
液
系
疾
患
で
あ
る

細
菌
性
心
内
膜
炎
と
の
関
連
性
に

つ
い
て
は
、歯
周
病
の
患
者
さ
ん
に

抜
歯
等
の
外
科
処
置
を
行
っ
た
直
後
、

４０
％
前
後
の
人
に
歯
周
病
の
原
因

菌
が
血
液
中
に
存
在
し
、心
臓
弁
に

生
着
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、ア
テ
ロ
ー
ム
性
動
脈
硬

化
症
、冠
状
動
脈
心
疾
患
、心
筋
梗
塞
、

不
整
脈
な
ど
に
も
関
係
が
あ
る
と

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、胃
潰
瘍
や
胃
が
ん
の
原
因

菌
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
ピ
ロ
リ

菌
は
、歯
垢（
プ
ラ
ー
ク
）を
仮
の
す

み
か
と
し
て
棲
息
し
、飲
食
の
際
に

胃
に
供
給
さ
れ
る
可
能
性
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、老

人
性
肺
炎
、低
体
重
児
早
産
と
の
関

連
性
も
実
証
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。 

　
日
頃
の
プ
ラ
ー
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

が
い
か
に
大
切
で
あ
る
か
は
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

  

（
新
潟
県
歯
科
医
師
会
） 

8月の納税・納入�

国 民 健 康 保 険 料 �

介 護 保 険 料 �

保 育 所 保 育 料 �

幼 稚 園 保 育 料 �

8月�

水�木�金�土�火�月�日�

         1 2 3 4 5 6 �

   7    8 9 10 11 12 13    

 14 15 16 17 18 19 20    

 21 22 23 24 25 26 27  

 28  29 30 31

『中之島夏まつり』�

◆期　日／８月7日（日） 
◆会　場／中之島支所周辺 
◆内　容／まちかどライブ、フリーマーケット、大民謡流し、

和太鼓共演、ＹＯＳＡＫＯＩ教室など 
◆問合せ／長岡市中之島支所地域振興課（� 61－2011） 
 

長岡市中之島地域�

『三島まつり』�

◆期　日／８月15日（月）16日（火） 
◆会　場／三島中央公園 
◆内　容／15日は前夜祭、小学生、地域のみなさんに

よる「音楽の夕べ」。16日は全日本丸太早
切選手権大会や大花火大会など。 

◆問合せ／長岡市三島支所産業課（� 42－2221） 

三島町�

『第５４回船まつり』�

◆期　日／８月１４日（日）１５日（月） 
◆会　場／出雲崎町漁港内ほか 
◆内　容／漁船30余隻が大漁旗をなびかせて観光客を

乗せて船団海上パレードを行ないます 
◆問合せ／出雲崎企画振興課（� 78－2291） 

出雲崎町�

場所：子育て支援センター「にこにこルーム」（和島幼稚園内） 
時間：午前9時30分から午後3時（お好きな時間帯に遊びに来てください。） 
※歌・手遊び・紙芝居などは曜日に関係なく毎日行っています。 
○お問合せ：和島保育所（�74－3078） 

3日 

10日 

17日 

○今月のわくわくデー（水曜日）�
水遊び 

砂遊び 

自由遊び 

 

月曜日 

火曜日 

水曜日 

木曜日 

金曜日 

○曜日別メニュー�
リズム遊び 

みんなで遊ぼう 

わくわくデー 

体を動かそう 

作って遊ぼう 

24日 

31日 

テーマ 

誕生会・発育測定 

ミニ運動会 

水と仲良しになろう 

 

■内科、小児科、外科、歯科の昼間�

診療科目 診療時間 
長岡市休日急患診療所（�35－8255） 

長岡休日急患歯科診療所（�33－9644） 

内科（小児科）・外科 

歯科 

9：00～18：00

9：00～16：00

区　　分 午前９時～翌午前９時 
診療科目 産婦人科 内科・小児科・外科・産婦人科 
０7日��

１4日��

２1日��
２8日��

明 石 医 院  
小 林 真 紀 子  

レディースクリニック 
丸 岡 医 院  
トマトレディスクリニック 

長 岡 赤 十 字 病 院  

長 岡 中 央 綜 合 病 院  

立 川 綜 合 病 院  
長 岡 赤 十 字 病 院  

※都合により当番の変更がありますので、事前にご確認ください。 
 

■お問い合せ及び連絡先�

長岡赤十字病院  

長岡中央綜合病院 

立 川 綜 合 病 院  

明 石 医 院  

�28－3600 

�35－3700 

�33－3111 

�32－3262

小 林 医 院  

セントポーリアウィメンズクリニック 

トマト・レディス・クリニック 

丸 岡 医 院  

�27－7755

�21－0800 

�39－7111 

�39－2422 

午前10時～午後５時 
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今�月�の�テ�ー�マ�

動物の輸入届出制度�

　
平
成
 17
年
９
月
１
日
か
ら
、
動
物
の
輸

入
届
出
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

輸
入
動
物
を
原
因
と
す
る
人
の
感
染
症
の

発
生
を
防
ぐ
た
め
に
実
施
さ
れ
る
制
度
で

す
。
対
象
と
な
る
動
物
を
輸
入
す
る
際
に

は
、
厚
生
労
働
省
検
疫
所
へ
の
届
出
が
必

要
と
な
り
ま
す
。 

  
「
動
物
の
輸
入
届
出
制
度
」
に
よ
っ

て
新
た
に
輸
入
が
規
制
さ
れ
る
動
物

は
あ
り
ま
す
か
。 

 

今
回
、
「
動
物
の
輸
入
届
出
制
度
」

の
対
象
と
な
る
動
物
は
、
主
に
、
リ

ス
、
ハ
ム
ス
タ
ー
な
ど
の
げ
っ
歯
目
、
オ

ウ
ム
、
イ
ン
コ
な
ど
の
鳥
類
、
フ
ェ
レ
ッ

ト
な
ど
の
現
在
検
疫
対
象
と
な
っ
て
い
な

い
陸
生
ほ
乳
類
で
す
。
は
虫
類
や
両
生
類

な
ど
は
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
な
お
、
海
外
か
ら
持
ち
込
ま
れ
る
す
べ

て
の
犬
、
猫
、
き
つ
ね
な
ど
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
検
疫
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
輸
出

国
で
の
狂
犬
病
の
発
生
状
況
、
輸
入
動
物

個
体
の
健
康
状
態
や
予
防
接
種
状
況
、
健

康
観
察
期
間
な
ど
に
応
じ
、
動
物
検
疫
所

施
設
で
の
１
８
０
日
以
内
の
係
留
や
検
査

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

  

動
物
か
ら
人
間
に
感
染
す
る
「
動
物

由
来
感
染
症
」
と
は
な
ん
で
す
か
。 

 

人
や
モ
ノ
の
国
際
的
な
移
動
、
自
然

環
境
の
変
化
、
野
生
動
物
の
ペ
ッ
ト

化
を
背
景
に
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
Ｓ

Ａ
Ｒ
Ｓ
、
エ
ボ
ラ
出
血
熱
、
ウ
エ
ス
ト
ナ

イ
ル
熱
な
ど
、
新
た
な
動
物
由
来
感
染
症

が
世
界
各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
感
染
症
の
原
因
と
な
る
動
物
は
、
こ
れ

ま
で
何
の
制
約
も
な
く
日
本
に
輸
入
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
危
険
な
状
況

を
改
善
し
、
感
染
症
侵
入
の
リ
ス
ク
を
下

げ
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
 17
年
９
月
１

日
か
ら
「
動
物
の
輸
入
届
出
制
度
」
が
導

入
さ
れ
ま
す
。 

[

主
な
動
物
由
来
感
染
症
と
原
因
動
物] 

・
サ
ル
：
エ
ボ
ラ
出
血
熱 

・
ネ
ズ
ミ
：
ハ
ン
タ
ウ
イ
ル
ス
肺
症
候
群 

・
ハ
ク
ビ
シ
ン
：
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ 

・
鳥
類
：
ウ
エ
ス
ト
ナ
イ
ル
熱 

  
ネ
ズ
ミ
は
、
ど
の
よ
う
な
動
物
由
来

感
染
症
の
原
因
と
な
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
か
。 

 

ネ
ズ
ミ
は
、
ハ
ン
タ
ウ
イ
ル
ス
肺
症

候
群
、
野
兎
病
、
狂
犬
病
、
レ
プ
ト

ス
ピ
ラ
症
な
ど
の
原
因
と
な
り
ま
す
。 

　
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
確
認
し

て
い
る
だ
け
で
も
、
現
在
１
５
０
種
類
以

上
の
動
物
由
来
感
染
症
が
あ
り
ま
す
。
動

物
由
来
感
染
症
の
原
因
と
な
る
病
原
体
は
、

寄
生
虫
、
ウ
イ
ル
ス
、
細
菌
な
ど
で
す
。 

今
回
、
制
度
の
対
象
と
な
る
動
物
が
原
因

と
な
る
主
な
感
染
症
と
し
て
、
げ
っ
歯
目

は
、
ペ
ス
ト
、
狂
犬
病
、
サ
ル
痘
、
腎
症

候
性
出
血
熱
、
ハ
ン
タ
ウ
イ
ル
ス
肺
症
候

群
、
鳥
類
は
、
ウ
エ
ス
ト
ナ
イ
ル
熱
、
高

病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
ほ
乳
類
は

狂
犬
病
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

  

動
物
の
輸
入
届
出
制
度
が
適
用
さ
れ

る
の
は
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
な
る

の
で
し
ょ
う
か
。 

 

動
物
の
輸
入
届
出
制
度
は
、
日
本
に

感
染
症
を
持
ち
込
む
恐
れ
の
あ
る
動

物
が
、
輸
出
国
で
適
切
な
衛
生
管
理
の
も

と
飼
育
さ
れ
た
安
全
な
動
物
だ
と
確
認
す

る
こ
と
に
よ
り
、
人
に
重
大
な
被
害
を
与

え
る
感
染
症
を
侵
入
防
止
し
、
ま
た
仮
に

国
内
で
輸
入
動
物
が
原
因
と
な
る
感
染
症

が
発
生
し
た
際
に
も
追
跡
調
査
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
販

売
、
展
示
目
的
の
動
物
だ
け
で
な
く
、
個

人
の
ペ
ッ
ト
と
し
て
輸
入
す
る
動
物
も
対

象
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
い
っ
た
ん
、
動

物
を
外
国
に
持
ち
出
し
て
、
再
度
、
日
本

に
持
ち
込
む
場
合
に
も
、
こ
の
制
度
は
適

用
さ
れ
ま
す
。 

  

届
出
の
際
に
提
出
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
も
の
は
ど
れ
で
す
か
。 

 

動
物
の
輸
入
届
出
制
度
の
対
象
と
な

る
動
物
を
輸
入
す
る
場
合
は
、
動
物

な
ど
が
到
着
し
た
海
空
港
を
管
轄
す
る
厚

生
労
働
省
検
疫
所
に
、
届
出
書
２
通
、
届

出
動
物
に
係
る
衛
生
証
明
書
（
※
輸
出
国

政
府
機
関
が
発
行
し
た
も
の
）
、
届
出
者

の
身
元
確
認
書
類
、
船
荷
証
券
ま
た
は
航

空
運
送
状
の
写
し
を
提
出
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。 

　
衛
生
証
明
書
は
、
感
染
症
の
発
生
し
て

い
な
い
保
管
施
設
で
飼
育
さ
れ
て
い
た
こ

と
、
該
当
す
る
感
染
症
の
臨
床
症
状
を
示

し
て
い
な
い
こ
と
な
ど
を
証
明
す
る
も
の

で
、
そ
の
内
容
は
対
象
動
物
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。
な
お
、
海
外
に
お
い
て
自
宅

で
ペ
ッ
ト
を
飼
育
し
て
い
た
場
合
に
は
、

衛
生
証
明
書
の
発
行
が
難
し
く
、
基
本
的

に
日
本
に
持
ち
帰
る
こ
と
は
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
日
本
に
帰
国
さ
れ

る
方
や
海
外
に
行
か
れ
る
方
は
、
飼
育
し

て
い
る
ペ
ッ
ト
を
知
り
合
い
の
方
に
預
け

る
こ
と
な
ど
を
お
す
す
め
し
ま
す
。 
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